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市
立
栄
小
学
校
（
三
上
清
蔵

校
長
）
恒
例

の
も
ち
つ
き
が
十

一
月
二
十
四
日
、
父
兄
の
応
援

で
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
校
に
は
、
二

・
三
J
の
学
 

校
田
が
あ
り
、
五
年
生
が
理
科

の
実
習
教
材
に
稲
の
生
長
を
観

察
し
な
が
ら
栽
培
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
秋
、
う
る
ち
米
九
十

キ
ロ
Wラを
収
穫
、
も
ち
米
と
交
換
 

し
た
も
の
で
す
。
 

講
堂
に
ウ
ス
を
す
え
、
全
校

生
徒
が
取
り
巻
く
な
か
お
母
さ

ん
の
ア
イ
ド
リ
で
腕
に
自
信
の

あ
る
生
徒
が
交
代
で
キ
ネ
を
ふ

る
い
、
盛
ん
な
声
援
が
と
ん
で

い
ま
し
た
。
 

「写
真
ー
十
一
月
二
十
四
日
、
 

市
立
栄
小
学
校
で
 

①
 

世 帯 数 	14,393 

（昭和54年11月1日現在）住民基本台帳から 

ぼ
く
ら

の
も
ち
だ

よ
 
ペ
ッ
タ
ン

コ
 

円
 

。

J
 

部
 

（昭禾ロ33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 	1部 9円 	 〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

男 	25,598 人 

女 	27,124 人 52,722人 

市 の 人 口 
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縄麟舞灘議響難f 
落琴そ‘ 

雛
灯
鵠身
近
か
な

要
望
が

続
出
 

市
政
懇
談
会

開
く
 

◇申込み先 市総務課、五所， 

川原商工会議所 

◇申込み締切り 12月鯉具（木） 

まで 

◇ところ 市民文化会館 

新 年
名刺交換会 

◇と き 昭和55年 1 月1 日

午前11時から 
~ 

◇会 費 1, 200円。 

（申し込みと同時 

に納入して下さいJ 

十
二
月
二
十
三
日
（
日
）
 

か
ら
明
年
一
月
十
八
日
（
金
）
 

ま
で
、
市
内
の
各
学
校
で
は

楽
し
い
冬
休

み
に
入
り
ま
す
。
 

市
で
は
こ
の
期
間
、
学
校
や

関
係
機
関

の
方
々
の
協
力
を
得

て
市
内
の
巡
回
補
導
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

方
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
rす
。
 

愛
の
ひ
と
言
運
動
を
 

う
ち
の
子
も
、
よ
そ
の
子
も
、
 

み
ん
な
同
じ
子
ど
も
で
す
。
悪

さ
を
し
た
と
き
、
危
険
な
遊
び

を
し
て
い
る
と
き
に
は
、
見
な

い
ふ
り
を
し
な
い
で
勇
気
を
も

っ
て
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

よ
い
こ
と
を
し
て
い
る
場
合

に
は
、
ほ
め
た
り
、
励
ま
し
た

り
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
 

わ
が
子

へ
の
愛
を
世
界
の
ど

の
子
に
も
 

市
内
の
非
行

の
状
況
 

青
少
年
（
一
八
歳
未
満
）
の
非

行
が
昨
年
に
比
べ
三
〇
％
も
増

え
て
い
ま
す
。
（
五
警
署
管
内
）
 

内
容
は
万
引
き
と
自
転
車
盗

で
九
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

困
っ
た
こ
と
に
面
白
い
と
か
、
 

盗
む
こ
と
に
ス
リ
ル
を
味
う
た

め
、
簡
単
に
非
行
に
走
っ
て
い

る
と
い
う

こ
と
で
す
。
 

増
え
た
女
子
の
非
行
 

女
子
高
校
生
の
非
行
が
増
え

て
い
ま
す
。
 

女
子
だ
か
ら
大
丈
夫
と
い
え

な
い
よ
う
で
す
。
 

非
行
年
齢
の
低
下
 

今
回
も
み
ん
な
で
カ
を
合

わ
せ
、
子
ど
も
を
非
行
と
事

故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

非
行
年
齢
が
高
校
生
か
ら
中

学
生

へ
と
だ
ん
だ
ん
低
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
 

非
行
の
内
容
 

喫
煙
、
飲
酒
、
深
夜
の
う
ろ

つ
き
、
家
出
、
不
健
全
娯
楽
、
 

暴
走
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

集
団
化
の
傾
向
 

集
団
あ
る

い
は
グ
ル
ー
プ
で

暴
走
や
万
引
等
を

す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
 

健
全
育
成
の
た
め
の
注
意
 

「う
ち
の
子
に
か
ぎ
っ
て
」
 

と
い
う
考
え
は
捨
て
ま
し
ょ
う
。
 

物
を
与
え
す
ぎ
て
は
い
ま
せ

ん
か
。
与
え
す
ぎ
る
と
、
人
生

に
大
切
な
が
ま
ん
の
で
き
な
い

子
に
な
り
ま
す
。
 

や
め
た
い
親
の
無
関
心
 

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は
今
、
 

ど
こ
で
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
 

今
あ
な
た
の
自
動
車
や
バ
イ

ク
は
誰
が
使
用
し
て
い
ま
す
か
。
 

お
子
さ
ん
に
誇
り
を
 

よ
い
こ
と
を
し
た
ら
み
ん
な

で
ほ
め
、
失
敗
し
た
ら
今

一
度

励
ま
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
 

明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
 

親
子
の
対
話
が
う
ま
く
い
っ

て
い
ま
す
か
。
 

子
ど
も
の
意
見
や
苦
情
は
で

き
る
だ
け
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ

トフ
。
 

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
い
う
、
五
十
四
年
度

の
市
政
懇
談
会
が
、
十

一
月
一
一

＋
七
日
か
ら
三
日
間
市
民
文
化

会
館
で
行
わ
れ
、
道
路

・
側
溝
、
 

街
灯
、
交
通
、
環
境
問
題
等
身

近
か
な
要
望
・
意
見
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。
 

懇
談
会
に
は
、
町
内

・
部
落

会
長
、
行
政
連
絡
員
が
の
べ
百
 

十
人
が
出
席
、
市
側
か
ら
寺
田

市
長
は
じ
め
本
庁
各
課
長
、
消

防
本
血
叩
、市
教
育
委
員
会
の
関

係
課
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
要
望
・
意
見
に
対

し
寺
田
市
長
は
、
 
「市
は
現
在
、
 

産
業
と
経
済
の
振
興
、

教
育

・

文
化

・
体
育
の
振
興
、
生
活
環

境
の
整
備
改
善
の
三
つ
の
柱
を

中
心
に
行
政
を
進
め
て
い
る
が
、
 

市
発
展
の
た
め
さ
ら
に
市
民
の

声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
。
 

来
年
度
の
予
算
編
成
も
控
え

て
い
る
の
で
、
問
題
の
度
合
を

勘
案
し
予
算
化
な
ど
順
次
解
決

し
て
い
き
た
い
」
 
と
答
えま
し

た
。
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、 

お
母
さ
ん
は
家
の
中
の
太
陽

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

明
る
く
、
思
い
や
り
の
あ
る

お
母
さ
ん
に
変
身
し
よ
う
。
 

お
母
さ
ん
の
心
が
け
ー
つ
で
、
 

家
の
中
が
大
部
違
っ
て
く
る
よ

う
で
す
。
 

お
父
さ
ん
は
家
の
大
黒
柱
で

す
。
 

お
子
さ
ん
が
一
番
た
よ
り
に

し
て
い
る
人
で
す
か
ら
、
き
び

し
さ
と
、
あ
た
た
か
さ
を
も
っ

て
当
り
ま
し
ょ
う
。
 

夫
婦
仲
良
く
 

夫
婦
ゲ
ン
カ
は
、
お
子
さ
ん

に
不
安
と
緊
張
を
与
え
、
よ
い

こ
と
は
ー
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ロ
連
絡
先
 
市
中
央
公
民
館

内
 
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
 

（
廿
⑤
二
三
五
二
番
）
 
 

田
市
長
、
長
尾
建
設
省
五
所
川

原
出
張
所
長
ら
来
賓
が
美
化
運

動
へ
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
野
呂
連
合
町
内

会
事
務
局
長
の
司
会
で
意
見
交

換
に
入
り
、
主
婦
の
間
か
ら
は

①
施
設
を
見
学
し
で
、
燃
え
る

ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
区
分

け
の
乱
雑
さ
が
目
に
つ
い
た
。
 

②
ゴ
ミ
を
収
集
し
た
あ
と
の
清

掃
も
き
ち
ん
と
し
て
ほ
し
い
。
 

③
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
な
か
に

は
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
も
の
が

多
い
、
な
ど
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
寺
田
市
長
、
 

各
町
内
会
長
は
、
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
へ
の
連
帯
感
が
ま
ず

必
要
だ
。
と
く
に
ア
パ
ー
ト
な

ど
で
は
、
管
理
人
を
通
じ
て
P
 

R
し
て
行
き
た
い
。
市
と
し
て

は
、
環
境
改
善
指
導
員
を
置
く

こ
と
も
検
討
し
て
い
る
等
と
答

え
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
へ

官
民
一
体
の
協
カ
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
 

コ
市
長
 

F
新
年
テ
レ
ビ

放
送

ー
 

ロ
青
森
テ
レ
ビ

（A
T
v
)
 

一
月
二
日
（
水
）
午
前
七
時

か
ら
七
時
十
五
分
ま
で
 

ロ
青
森
放
送

（R
A
B
)
 

一
月
二
日
（
水
）
午
前
十

一

時
二
十
五
分
か
ら
十

一
時
三
十

五
分
ま
で
 

      

し〈伸ばせ世界 

       

 

たくましく 正 

   

の子 

    

          

             

               

               

               

       

よい世界あふれる子どもの笑顔から 

   

               

     

いなまちづく 

 

りで婦人の集い 

  

  

きれ 

     

【
 

必
要
な

連
帯

感
 

み
ん
な
で
ま
 
こ

の
集
い
は
、
 「五
所
川
原

ち
の
環
境
美
化
 

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
の
一
環
と
し

を
考
え
よ
う
と
、
 

て
主
婦
た
ち
が
市
の
清
掃
施
設

十
一
月
二
十
六
 

の
見
学
を
行
っ
た
の
を
機
会
に
、
 

日
市
民
文
化
会
 

意
見
の
交
換
を
と
市
清
掃
公
害

館
に
市
内
の
主
 

課
と
連
合
町
内
会
の
共
催
で
開

婦
ら
約
百
人
が
 

い
た
も
の
で
す
。
 

集
ま
り
、
 「ま
 
集
い
で

は
、
寺
田
清
連
合
町

ち
を
き
れ
い
に
 

内
会
会
長
が
、
 
「施
設
見
学
で

す
る
婦
人
の
集
 

得
た
体
験
を
も
と
に
、
住
み
よ

い
」
が
開
か
れ
 

い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を
し

ま
し
た
。
 

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
寺
 



昭和54年（1979年）12月15日（461号） ④ 

年末年始 

市の窓口業務 

法
の
改
正
に

よ
っ
て
、
今
年

七
月
一
日
か
ら
 

「農
地
あ
っ
せ

ん
事
業
」
 
（
正

式
に
は
、
農
地

移
動
適
正
化
あ

っ
せ
ん
事
業
）
 

の
仕
組
み
が
変

っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
 

農
地
を
買
い
た

い
方
、
ま
た
は

借
り
た
い
方
は
、
 

一
 

あ
ら
か
じ
め
市

農
業
委
員
会
の
 

「あ
っ
せ
ん
譲
 

り
受
け
等
候
補

者
名
簿
」
 
に登

載
す
る
必
要
が

あ
り
、
届
出
し

な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

現
在
、
あ
る

い
は
将
来
農
地

を
買
い
、
ま
た

は
借
り
て
経
営

規
模
を
拡
大
し

た
い
方
は
、
十

二
月
二
十
五
日

ま
で
に
市
農
業

委
員
会
へ
届
出

し
て
下
さ
い
。
 

農地を買いたい、借りたい方は 
12月25日まで届出を 

ー
灯
油
購
入
費

の

一
部
を
助
成
 

生
活
保
護
世
帯
に
L
 

市
本
庁
‘
各
支
所
、
市
民
文

化
会
館
、
市
中
央
公
民
館
、
三

道
会
館
、
福
祉
会
館
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
十
二
月
二
十
九
日

か
ら

一
月
三
日
ま
で
休
み
ま
す
。
 

た
だ
し
、
本
庁
市
民
課
、
会

計
課
、
収
納
課
は
、
十
二
月
一
一

十
九
日
と
三
十
一
日
の
午
前
中

窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
立
図
書
館
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
十
二
月
一
一

十
八
日
か
ら

一
月
四
日
ま
で
そ
 

十
二
月
二
十
八
日
か
ら

一
月

三
日
ま
で
、元
町
浄
水
場
（
。④
 
 

れ
ぞ
れ
休
館
し
ま
す
。
 

市
民
体
育
館
は
、
十
二
月
一
一
 

十
九
日
か
ら

一
月
三
日
ま
で
休
 

館
し
ま
す
。
 

西
北
中
央
病
院
は
、
十
二
月
 

ゴ
ミ
の
収
集
作
業
は
、
十
一
一

月
二
十
九
日
ま
で
平
常
ど
お
り

行
い
ま
す
。
 

野
里
埋
立
地
の
燃
え
な
い
ゴ
 

二
六
三
九
番
）
で
受
け
付
け
し

し
ま
す
。
 

二
十
九
日
か
ら

一
月
三
日
ま
で

休
み
ま
す
が
、
十
二
月
三
十

一

日
の
午
前
中
は
平
常
ど
お
り
診

療
に
当
た
り
ま
す
。
 

ミ
は
、
十
二
月
三
十
日
ま
で
引

き
受
け
ま
す
。
 

一
月
四
日
か
ら
平
常
ど
お
り

収
集
に
あ
た
り
ま
す
。
 

高
瀬
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
燃
え

る
ゴ
ミ
燃
却
場
）
は
十
二
月
一
一

十
八
日
午
後
か
ら

一
月
三
日
ま

で
休
み
ま
す
。
し
尿
の
引
き
受

け
も
同
じ
で
す
。
 

灯
油
価
格
の
大
幅
な
上
昇
に

よ
り
、
生
活
保
護
世
帯
の
日
常

生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
市
で
は
、
今
年
の

冬
を
暖
か
く
過
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
生
活
保
護
世
帯
（
施
設

入
所
単
身
世
帯
及
び
入
院
単
身

世
帯
を
除
く
）
に
灯
油
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

ロ
支
給
額
 
一
世
帯
当
り
一

万

一
千
六
百
円
。
 
（
県
五
千
八

百
円
、
市
五
千
八
百
円
）
 
 

ロ
支
給
日
 
五
十
五
年

一
月
 

五
日

（
土
）
 

（
市福
祉
事
務
所
）
 

水

道
の

故
障

修

理
は
 

ゴ

ミ
の
収
集
は
 

市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業

委
員
の
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し

ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
 

「選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
 

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
法
律
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
る
も
の
で
、
 一
月
一
日

現
在
で
作
 

成
さ
れ
ま
 

農
業

厄
土
」
 

す
o
 

委
員
、
天
 

選
挙
人
 

名
簿
の
登
 

載
申
請
用
紙
は
、
十
二
月
二
十

五
日
頃
行
政
連
絡
員
（
旧
市
内

は
農
事
実
行
組
合
長
）
を
通
じ

て
各
農
家
に
配
布
し
、
 一
月
十

日
ま
で
取
り
ま
と
め
の
う
え
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ロ
選
挙
資
格
の
あ
る
方
 

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
十
 

J
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

る
世
帯
で
、
年
間
六
十
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方
 

②
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
満
二
十
歳
以

上
の
方
で
、
農
家
世
帯
と
同
居
 

し
て
い
る
親
族
。
 （
六
親
等
内

の
血
族
、
配
偶
者
、
三
親
等
内

の
姻
族
。）
 

③
＋
J
以
上
耕
作
し
て
い
る

農
業
生
産
法
人
の
組
合
長
、
ま

た
は
社
員
。
 （
年間
六
十
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方
。）
 
 

ロ
記
入
の
方
法
 

①
申
請
者
の
住
所
、
氏
名
。
 

（押
印
を
し
て
下
さ
い
。）
 

②
耕
作
面
積
、
③
選
挙
権
の

あ
る
世
帯
員
の
氏
名
、
続
柄
。
 

（
世
帯
主
から
み
た
続
柄
を
記

入
し
て
下
さ
い
。）
④
生
年
月
日
 

ロ
お
間

い
合
わ
せ

申
請
用

紙
が
配
布

さ
れ
な
か
 

っ
た
り
、
記
載
上
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
市
農
業
委
員
会
 

（
。⑤
二
一
一
一
番
・
内
線
一
一

二
九
番
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

挙
人
名
簿
を
作
成
 

有
資

格
者
は
も
れ

な
く
申
請
を
 



冬
の
道
路
 

急
ブ
レ
ー
キ
、急
ハ
ン
ド
ル
は
命
と
り
 

ゆっくり走ろ血声森県 

年末年始の交通安全運動 

ロ
対
象
幼
児
 

い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
ー
 
す
す
ん
で
検

査
を
受
け
ら
れ
 

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
 
る
よ

う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
 

ロ
と
き
 
一

月
十
七
日
（
木
）
 

ロ
受
付
け
期
間
 
午
前
十

時
三
十
分
か
ら
午
後
三

一
月
五
日
（
土
）
、
一
 
時

ま
で
 

月
十
五
日
（
火
）
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
申
込
み
先
 
口
検
査

料
 
無
料
 

目 的 

この運動は、広く県民に交通安全思想を普及徹底

し、正しい交通ルールとマナーの実践を習慣づける

ことにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的

とします。 

期 間 

12月17日月J~1月10日木まで25日間 

運動の重点 
1 子供と老人の交通事故防止 

2 飲酒、暴走運転追放 

3 踏切事故防止 

4 交通安全家族会議の推進 

5 シートペルト着用の推進 

6 安全運転の確保 

青森県交通対策協議会 

乳幼児の健康診査 
市では、乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行 

います。 

該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ受 付 時 間 午後12時45分から 1時30分まで。 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中かほかの医療機関で健康診査を受けて 

いる乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導を行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ 月 児 
昭和54年9 月 

生まれの乳児 
I月 9 日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和54年6 月 

生まれの乳児 
1月16日 ク 

1歳 6 カ月児 
昭和53年7 月 

生まれの幼児 
1月22日 ク 

尋
接
縄
”
誌
い持
 
西
北
五R
H

宴
 

ち
の
方
は
、
期
日
ま
で
に
申
し
 
の

会

の
皆

さ
ん
へ
 

入
ん
で
下
さ
い
。
 
（
た
だ
し
、
 

西
北
五
R
H
H
友
の
会
で
は
、
 

す
で
に
麻
疹
に
羅
患
し
た
お
子
 
青

森
県
血
液
セ
ン
タ
ー
の
協
力

さ
ん
は
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま
 
で

西
北
五
R
H
日
友
の
会
会
員
、
 

せ
ん
。）
 
家
族
を

対
象
に
血
液
検
査
を
行
 

市
で
は
、
麻
疹
（
は
し

か
）
 

巾 
保 
険 
偉I 
'I 
課 

麻
疹
（
は
し
か
）
の
 

予
防
接
種
を
行
い
ま
す
 



轟
舞
嚢
鍵
一
班」）
 

所
得
税
確
定
申
告
期
限
が

近
づ
き
ま
す
と
、
還
付
申
告

が
急
に
ふ
え
て
事
務
が
大
幅

に
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

還
付
申
告
の
受
け
付
 

け
は
一
月
か
ら
は
じ
 

め
ま
す
の
で
早
目
に
申
告
さ

れ
る
よ
う
、
協
カ
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

還
付
は
次
の
よ
う
な
方
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
 

一
、
出
稼
者
な
ど
で
、
昭
 

税
の
還
付
申
告
 

和
五
十
四
年
の
中
途
で
 

退
職
し
、
再
就
職
し
な

い
た
め
年
末
調
整
を
受

け
な
い
方
。
 

三
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
災

害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と

き
、
多
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き
、
住

宅
を
新
築
し
た
り
、
 

新
築
住
宅
を
購
入
し
た
 

出
稼
ぎ
に
行
き
、
中
途
 

と
き
。
 

で
戻
っ
て
き
た
方
。
 

詳
し

い
こ
と
は
五
所
川
原

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
昭
 
税

務
署

（
云④
三
二

二
六
）
 

和
五
十
四
年
の
中
途
で
 

へ
ご
相
談
下
さ
い
。
 

税
の
還
付
申
告
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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保
留
地
を

公
売
し

ま
す
 

便
利
な
自
動
振
替
で
 

お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
す

と
、
電
話
料
金
請
求
書
を
局
か

ら
直
接
銀
行
・
信
用
金
庫

・
農

協
等

へ
送
り
ま
す
。
銀
行

・
信
 

用
金
庫
等
で
は
、
支
払
い
期
日

に
あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
局

へ
振
替
え
し
支
払
い
ま
す
。
 

振
り
替
え
た
通
知
と
領
収
書

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
か

ら
直
接
お
宅

へ
お
届
け
し
ま
す
。
 

（
五所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

入
札
金
額
の
百
分
の
五
以
上

を
入
札
前
に
納
付
す
る
。
 

詳
し

い
こ
と
は
市
都
市
計
画

課

（
n
⑤
二
一

一
一
番
・
内
線

二
三
二
）
へ
お
間
い
合
わ

せ
下

さ
い
。
 

駅
東
部
第
二
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
区
域
内
の
保
留
地
を

次
の
要
領
で
公

売
し
ま
す
。
 

ロ
入
札
の
日
時
 

十
二
月
一
一

＋
二
日
（
土
）
午
後
一
時
（
受付
）
 

ロ
入
札
の
場
所
 
産
経
会
館

四
階
会
議
室
 

ロ
入
札
に
付

す
る
保
留
地
の

位
置
及
び
地
積
 

一
一
六
 

一
一
五
 

一
  〇
 

一
  〇
 

九
  

街
区
・
 

街
区
番
号
 

九 
一
  〇
  

」ハ
 

一
  〇
 

一
 

 

符
号
 

一
」
二
六
、九
‘
  

三
八
八
、一
一d
  

一
一六
八
、0
,m
 
 

三
三
五
、三
d
  

一
一
九
七
、
三
，m
  

四
一
一
、八
d
  

面
 
積
 

福
祉
事
業
に
と
 

十
四
万
余
円

寄
付
 

市
内
元
町
、
舘
田
学
園
理
事

長
舘
田
最
さ
ん
は
十
二
月
一
日
、
 

市
の
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
十
四
万
二
千
八
百

五
十
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
善
意
銀
行

へ
預
託
し
ま
し
た
。
 

九
月
二
十
七
日
亡
く
な
っ
た

前
理
事
長
舘
田
き
ね
さ
ん
の
香

典
返
し
で
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

毎
月
の
電
話
料

金
の
お
支
払
い
に

は
、
銀
行

・
信
用

金
庫
・
農
協
等
の

口
座
振
替
を
ご
利

用
下
さ
い
。
 

ロ
座
振
替
を
ご

利
用
い
た
だ
き
ま

す
と
、
電
話
局
ま

で
お
い
で
に
な
る

必
要
が
な
く
、
毎

月
決
ま
っ
た
日
に
 

電話料金の支払いは 
き
ち
ん
と
自
動
的
に
支
払
わ
れ

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
 

お
申
込
み
は
簡
単
 

電
話
局
、
ま
た
は
取
り
引
き

銀
行

・
信
用
金
庫
・
農
協
等

へ

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
取
り
扱

い
手
数
料
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

ロ
入
札

の
方
法
 

一
般
競
争
入
札
 

口
入
札
保

証
金
の
積
立
 

納
税
は
お
済
み

で
し
よ
う
か
 

市
で
は
納
税
期
を
迎
え
五
所

川
原
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
市
税
完
納

強
調
期
間
を
設
置
し
市
税
の
期

間
内
完
納
、
滞
納
解
消
に

つ
い

て
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
 

納
税
貯
蓄
組
合
員
は
組
合
を

通
し
て
、
ほ
か
の
方
々
は
納
付

窓
口
で
年
内
完
納
し
、
明
る
い

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
 

市
内
の
昭
和
生
ま
れ
の
事
業

経
営
者
で

つ
く
っ
て
い
る
昭
和

パ
ー
ル
会

（
木村
重
治
会
長
、
 

会
員
百

四
十

人
）
は

十
一

月

二
十
九
日
、
市
の
歳
末
助
け
合

い
資
金
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
 

三
万
六
千
百
五
十
七
円
を
寺
田

市
長
に
託
し
ま
し
た
。廿
写
真
廿

十
一
月
二
十
七
日
開
い
た
会

員
忘
年
会
の
際
募
金
を
呼
び
か

け
た
も
の
で
す
。
 

歳
末
助
け
合
い
に
と
三
万

六
千
余
円
 

昭

和
パ

ー
ル

会
 

社
会
体
育
の
振

興
に

と

六
万

円
寄
付
 

五
所
川
原
じ
ゃ
が
い
も
ク
ラ

ブ

（神
泰
幸
会
長
）
は
十
一
月

二
十
七
日
、
市
の
社
会
体
育
の

振
興
に
役
立
て
て
下
さ

い
と
六

万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

先
般
行
う
た
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

の
ゴ
ル
フ
三
巴
戦
大
会
の
益
金

を
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

ま
ず
示
せ
 
親
が
物
へ
の
 
目
と
心
 

み
ん
な
で
や
ろ
う
五
％
石
油
節
約
を
 

も
の
を
大
切
に
す
る
県
民
運
動
推
進
会
議
 

年
金
、
遺
児
年
金
等
各
種
の
年

金
は
受
け
ら
れ
な
い
し
、
将
来

老
齢
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
 

そ
ん
な
と
き
、
あ
わ
て
て
保

険
料
を
納
め
て
も
間
に
合
い
ま

せ
ん
の
で
、
保
険
料
は
必
ず
期

限
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

忘
れ
た
ら

大
変
 

国
民
年
金
の
保
険
料

ー
 

十
ニ
月
ニ
十
八
日
ま
で
納
め
て

下
さ
い
。
 

も
し
、
期
限
ま
で
に
保
険
料

を
納
め
ま
せ
ん
と
、
事
故
に
あ

っ
た
場
合
の
障
害
年
金
、
母
子
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
も
う

納
め
ま
し
た
か
。
納
め
忘
れ
が

な
い
か
、
も
う

一
度
お
調
べ
下

さ
い
。
 

五
十
四
年
度
の
三
期
分
は
、
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